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施工時の注意点

・汚水枡設置位置は、施工前に再度確認すること。
・地下埋設物は、貸与資料・現地で止水弁を確認し平面図に記入しているが、
　不明の箇所について試掘、移設等を行うこと。
・県道は片側交互通行とし、それ以外の路線は、通行止め通行を基本としている。
・2309路線（No.2309-1～No.2309-2）は幅員が狭いため、借地等を行い施工する
　こと。また、水路があるため敷鉄板を設置も検討すること。
・2309路線、No.2309-2+5.5付近の汚水桝取付管接続部は、側溝下付近であり、支障
　があれば水路と取壊し復旧を行うこと。
・2309路線、No.2309-1～+10.1区間のコンクリート舗装部の復旧は、通行車両がな
　いため、歩道舗装(As 3-10)で全面復旧を行うこと。
　※水路取り壊しを行うのであれば、側溝の水量を確認し水替え工も検討すること。
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施 工 位 置

※地下埋設物等の位置については、試掘等で確認すること。
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簡易推進概要図（参考図）

特環西宮地区(　32-3　工区)工事

琴　浦　町　　大　字　西　宮

留意点

・簡易推進工事では、発進立坑部で数日間の開放期間があるため路面覆工を考慮した。
・発進立坑について
　　発進坑口部に鏡切が必要なため、全損分が少ない軽量鋼矢板とした。
　　必要最小寸法は、内寸で900×1200である。（内寸900以上であるため、立坑幅を950とした。）
　　上記2点に問題がなければ、建込簡易土留めの使用も可能。

平面図

平面図

平面図

縦断図 縦断図

簡易推進概要図(参考図)
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